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＜本日のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ＞Ｔｏｄａｙ’ｓＰｒｏｇｒａｍ 演題　： 年間回顧

点鐘 講師　： 会長・幹事
＜ロータリーソング＞ 「それでこそロータリー」

＜ロータリーソング＞ 「我らの生業」 総合司会 伊藤 広治親睦活動委員長
天ぷらおろし茶そば

＜出席報告＞ 握りずし

会員総数　 　２２名　　　　（免除会員2名） ざる豆腐

出席率 55% 前々回補正出席率　９５．４% 赤だし

フルーツ

＜来訪者＞
卓話者 聖新陶芸株式会社　代表取締役　伊勢谷　努様

＜会長挨拶＞ 愛知長久手ロータリークラブ 丹羽 司一会長

＜幹事報告＞ 山田　文明幹事
１）

出席者　　　　１1名

６月２６日（火）例会は　ラポールにて１８：３０～　親睦夜間例を行います。詳細は後日ご案内いた
しますが、今期最終例会となりますので多数のご参加よろしくお願い　します。

80歳になられるそうですが大変お元気でまだ10年はできるとおっしゃていました。何事も目的を持つことは
良いことだなと思います。そういった意味では本日の伊勢谷さまのお話もよろしいかなと思います。
皆様のお手元に新聞記事の中から「あんしんシニア塾」抜粋してお配りしました。ご覧になった方もいらっ
しゃると思いますが、どんどん年金が減ってきています。これでは将来的に自分たちが安心して暮らせるか
どうかといいますと、難しい時代になってきます。今一つ自分の将来設計を見つめる良い機会だと思いま
す。いつまでも事業が続くわけでもなく、いつまでも良いことが続くわけでもないのですから、将来の生活設
計をしっかりと考えなくてはいけないと思います。なんとか我々の年代では金額はさて置き、年金は支給され
るだろうと思っています。今、国民年金と、厚生年金がありますが、最近身近で私の経営する老人ホームで
は年金で、また収入に応じた使用料を支払っていましたが、通帳を家族が管理するケースが多くなりました。
家族のための支出が増えるために、老人ホームに入居の親のお金を使用してしまい、入居費用が払えなく
なる老人難民が増える痛ましい現実が起きています。いったん膨れ上がった支出は抑えることがなかなかで
きません。皆様もまだまだお身内の方が沢山お元気でいらっしゃると思いますが、そういったことがないよう
に、今一つ身の回りを見つめていただき、安心して将来笑顔で家族が過ごせるように、一度見直していただ
くのも良い機会かなと思いまして、今日も国会中継の答弁をラジオで聞きながら例会に来たという近況であり
ました。またお時間がりましたらこの記事を読んでください。これで挨拶といたします。ありがとうございまし
た。

皆様こんにちは、梅雨の鬱陶しい季節に入ってきました。皆様もおそらく気
分的に晴れない日々が続くのではないのかなと思いますが、このロータリー
で楽しいひと時を過ごしていただき、意義ある例会になる様ご協力よろしく
お願いします。今日の卓話にお越しいただきました伊勢谷様ありがとうござ
います。今、少しお話を伺いましたが、ヨットはすごいなと、しかしすぐ手に
届くものではない憧れの的の物ですが、内容的にも楽しいお話が伺えると
思います。どうぞよろしくお願いします。いよいよ1週間足らずで今期は終わ
りますが、先日も地区の会長・幹事会が開催されました。松前ガバナーは

愛知長久手ロータリークラブ

こころの中を見つめよう　博愛を広げるために
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＜委員会報告＞
　　　　◆ニコボックス委員会 吉田 濵一親睦活動委員

・ 丹羽 司一

・ 山田 文明

・ 伊勢谷さま、卓話楽しみにしています。 伊藤 広治
・ 66年の年輪を重ねました。本日もよろしくお願い致します。 加藤　　猛
・ 平成24年6月8日第3番目の孫が生まれました。 佐藤 文昭
・ 中川 清子

・ 伊勢谷様ようこそお出で下さいました。 日野 典子
・ 松原 正敏

・ 伊勢谷様楽しみにしております。本日もよろしくお願いします。 宮下智香子
・ 吉田 濵一
・ 本日もよろしくお願いします。 安田 茂樹
・ 本日もよろしくお願いします。 小谷 恒夫

　　“　　帆かけ船　　君にホの字の　　青い海　色鮮やかな　　恋の紫陽花　　”
（敬称略）

＜卓話＞ 演題　： ヨットはグローバル
講師　： 聖新陶芸（株）　代表取締役　　伊勢谷 努様

　　常にチャレンジャー
１）会社経営

◇会社の沿革
昭和38年 陶器製造販売を父が創業　カトリック・キリスト教会等宗教用品を手掛ける
昭和45年 入社
昭和50年 バブル全盛期：リゾート関連の製品製造。全国各地で観光地ブームが起き年率20～30％成長
昭和65年 バブル崩壊：この頃から経済成長が弱まる。営業努力で得意先を増やし経営は安定
平成 8年

平成10年 オリジナル企画製品を優先　　キャンドル製品を開発
平成12年 育てる卵を開発　特許登録　　ギフト展示会で爆発的デビュー
平成14年 海外進出　　パリのメゾンオブジェ毎年出展　　US・EUに輸出
平成24年 現在　毎年5％以上成長してきた。今期新製品が順調
２）陶器スピーカーの制作
　　平成21年　陶器でスピーカーを考案施策スタート

３）ヨットレース
☆ 戦略 ライバルとどう戦うか　　天気　　地形　 情報収集
☆ チームワーク クルーの錬度　　信頼　　戦友　　友情 権限
☆ メンテナンス 船体整備　　共同作業 事務機器　　設備
☆ 成績 反省　満足　次のレースの決意（今度こそは） 給料
☆ 文明 歴史　世界のステータス　　視野の広がり 世界観
☆ リラックス 充実　健康 人生の充実

梅雨は気分的にうっとしいですね。本日も楽しい例会をしましょう。伊勢谷さ
まようこそお出で下さいました。

伊勢谷様、ようこそお出で下さいました。本日の卓話を楽しみにしておりま
す。本日もよろしくお願いします。

聖新陶芸（株）伊勢谷社長様本日の卓話楽しみにしております。どうぞご
ゆっくりしていって下さい。

総代会前で忙しい日々を送っています。本日もよろしくお願いします。

伊勢谷 努様ようこそお出でいただきありがとうございます。本日の卓話楽し
みにしております。本日もよろしくお願い致します。

低成長：東南アジアからあらゆる製品が輸入されるようになってくる。経営努力するが、顧客は海
外から安い製品を選択し業績の悪化が始まる

☆☆☆　ヨットレースはサンデーカンパニー　☆☆☆

インテリアアートの形に高音質な音響装置を融合しピアサンドを目指す。リビングにインテリアと
オーディオの空間を演出する。新しいコンセプトを持ったオーディオ装置を提案普及

☆物作りを第一優先　　☆時代の変化に対応　　☆失敗を恐れない失敗から学ぶ
☆情報収集は最重要課題　　☆管理・権限の委譲　　☆社員の信頼・経営に参加させ
る　　☆経営状況を共有（決算書の公開）　　☆福利厚生の充実　　☆現場作業環境
の改善　　☆企画設備機器の充実　　☆営業活動の活発化

６月２６日(火） ７月１０日(火）７月３日（火）

親睦夜間例会
18:30～

（ラポール）

5大奉仕委員長方針
（長久手温泉）

ガバナー補佐訪問
（町づくりセンター）

７月１７日（火）

　

会長・幹事所信表明
会長・幹事交代式

（トヨタ博物館）


